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研究成果の概要（和文）：日本におけるデータの入手・整理を行った。サンプリングデータについての統計モデ
ルの有効性についての研究「Spatial lag dependence in the presence of missing observations」が「Annals
 of Regional Science」へ掲載された。「Time matters also in spatial models」・「市町村合併による地価
変動の実証研究:不動産取引情報についてのヘドニックモデル」・「都道府県毎の地価関数の同質性」等の研究
を国内外の学会で発表した。

研究成果の概要（英文）：I first prepared a dataset on Japanese land market. Several research were 
presented in Japanese and international conferences. One paper named `Spatial lag dependence in the 
presence of missing observations' was accepted on `Annals of Regional Science', one of top 
international journal in regional science.

研究分野：空間計量経済学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

理論的都市モデルの歴史をひもとくと、静学

的な単一中心都市モデルから始まって、動

学・複数中心等の拡張が続けられている。 

特に理論的な分析が進められているものと

して、open-city, small-open-city, closed-city 

モデルがある。 

これらのうちのいずれか 1つに注目した実証

研究は多い。CBD までの距離を説明変数の

一部とするヘドニックモデルは都市経済学

における単一中心都市モデルの検証とも言

えるであろう。他にも例えば、高所得者層が

都市の中心に集まるか郊外に集まるかとい

う伝統的な疑問の検討も行われている。 

し か し 、 open-city, small-open-city, 

closed-city モデルのいずれがより現実を反

映しているかを検証する実証研究はあまり

行われていない。 

 

２．研究の目的 

都市経済学の伝統的都市モデルの適用可能

性を日本について包括的な実証研究によっ

て検証すること。より具体的には、都道府県

などの現実の空間単位を土地市場と考えた

場合に、理論モデルでいうところの open, 

small-open, closed モデルのどれに当てはま

るか、地価公示データ等で実証研究により確

認すること。いずれも当てはまらない場合は、

新しい理論的都市モデルの方向性を見いだ

すこと。 

 

３．研究の方法 

不動産価格およびそれを決定すると予測さ

れる変数を整備し、空間計量経済学のモデル

によりヘドニック分析を行う。空間的な異質

性の検討については、地価公示データについ

て都道府県毎にクロスセクションのヘドニ

ック地価モデルを当てはめた推定結果につ

いて、近隣都府県のペアで構造変化の検定 

を行い、地価関数が同質であるかを確認する。 

平行して、空間計量経済学の技術的検討をシ

ミュレーション分析等により行う。 

 

４．研究成果 

空間的な異質性の検討については、同一大都

市圏内ではある程度同質であるが、地方部で

は近隣でも地価関数が大きく異なるという

予想に反して、今回の推定結果からは、特に

大都市圏内で異質であることが判明した。今

後の研究においては、東北地方や関東地方な

どの大きなくくりでまとめて推定するので

はなく、都道府県毎に別々に推定することが

勧められる。 

特にサンプリングデータへの空間計量経済

学の空間自己相関モデルの適用についての

理論的検討に大きな成果があった。シミュレ

ーションにより、DGP の空間自己相関がサ

ンプリングデータによる推定でどのように

バイアスを持った推定量となるか、また、空

間自己相関のモデルの定式化の候補がいく

つかある場合に、正しいモデルが選択される

のかについて、重要な知見が得られた。 
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